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ロシ アの作 家 とチ ェチ ェ ン

一A・A・ マル リンス キー の作 品(デ カ ブ リス ト蜂 起 以後)

藤 沼 貴

私 は この紀要 の第9号(1999年)に 「ロ シア の作 家 とチ ェチ ェ ンA・

S・ グ リボエ.__...ドフの場合 」,第11号(2001)に 「ロ シア の作 家 とチ ェ

チ ェ ンーA・A・ マ ル リンス キ ー(ベ ス トゥー一ジ ェフ)の 生 活 一 」,第13

号(2003)に 「ロシ アの作 家 とチ ェチ ェ ンA・A・ マル リンス キーの作

品(デ カ ブ リス ト蜂起 以前)」 を掲 載 した。 その三 回 の掲 載 の際 に繰 り

返 し述 べ た よ うに,こ れ らの小論 は 『ロ シア作家 とチ ェチ ェン』 をテー マ と

す る包 括 的 な論 考 の小 部分 の準備 的 な素描 で あ った。

今 回の小論 も同 じ性 格 の もの で あ り,前 々 回,前 回 と併 せ て三編 で,「 ロシ

アの作 家 とチ ェチ ェンA・A・ マル リンス キーの場合 」 と題 すべ き部

分 を構成 す る ものの準 備 的素 描 で あ る。

前三 回 と同 じ釈 明 をす る こ とにな るが,こ の小 論 も少数 の資 料 を も とに,

短期 間 に書 かれ た もの で,到 底学 術論 文 とは言 えな いが,今 後 の仕 事 の担保

として,あ えて公表 す る こ とに した。

1文 学 活 動 の 断 絶

第13号 掲 載 の小 論 で書 いた よ うに,マ ル リンス キー の文学 的創 作活 動 は

1825年 のデ カ ブ リス トの クーデ タ失 敗 を境 に して,二 つ の時期 に分 け られ る。

(1825年 までの 時期 を二 っ に分 けて い る研 究者 もい るが、1その 区分 が妥 当 か
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どうか を判 断 す るの は容 易 で は ないので,こ の小 論 で はそ こまで踏 み こまな

い こ とにす る)。1825年 を境 に人 生 が一変 した の はマル リンス キーだ けに特

殊 な こ とで はなか った。 デカ ブ リス ト運動 にあ る程 度加 わ った作家 ・詩 人 は

すべ て,そ の蜂 起失 敗後,生 活全 体 の激変 を体 験 し,創 作 活動 も大 き く変化

した。K・F・ ル イ レーエ フはデカ ブ リス ト運動 の首謀者 の一人 と して逮 捕 さ

れ,1826年 に は死刑 に処 せ られた ので,そ の文 学 的活動 は変化 ど ころで はな

く,断 絶 して しま った。 か れ の文 学活 動 は1825年 まで の数年 間 だ けなの で

あ る。V・K・ キ ュヘルペ ッケル の場合 は,終 身 流刑 にな り,1825年 以 降 は

罪 人 として 自 らの悲運 を嘆 く詩 人 とな った 。

マ ル リンス キー の場 合 も,1825年12月 の事件 に よって,貴 族 の身分 と生

活,前 途洋 々 とした軍 隊で の 出世 コー ス,社 交界 の人 気者 とい う快 適 な立場,

人気 作家 の地 位 な ど,あ ま りに も多 くの もの を一・挙 に失 った。 その喪 失 は多

くの デカ ブ リス トの場 合 と同 じよ うに,単 に恵 まれ た生 活 と名声 を失 った と

い うよ り以 上 に深刻 な もの だ った。 それ は,か れ らの多 くが デカ ブ リス ト運

動 に参加 して いた の は,政 治活動 として よ り,む しろ理想 実現 のた めで あ り,

それ はかれ らの精 神 や感 情 に深 くか かわ って いた 。作家 ・詩 人 の場合 は,そ

の創 作活 動 とデカ ブ リス ト運 動 は一体 をな して いた。 マル リンス キー の場 合

は と くに その傾 向が強 か った。

マル リンス キー はデ カ ブ リス ト運 動 の 中心人 物 の一人 で あ り,そ の思想 宣

伝 の筆頭 とみ な され る立場 を 占めて お り,首 謀者 として処刑 された ル イ レー

エ フの盟 友 で もあった。 しか も,蜂 起 当 日多 くの デカ ブ リス トた ちが 動揺 逡

巡 して い る中で,決 然 と実 行行 為 を指揮 し,そ の 中心 とな った モス クワ連 隊

を弟 ミハ イ ル ・ベ ス トゥー ジ ェ フ ら と共 に率 いて,蜂 起現 場 の元老 院広場 に

向 か った。未 遂 に終 わ りか けた蜂起 が か ろ うじて成 立 した の は,ベ ス トゥー

ジ ェフ兄 弟 な ど少数 の将校 の勇 気 に よる ものだ った。 しか し,マ ル リンス キ

ー には政 治思 想 と呼べ るほ どの もの はほ とん どな く
,自 分 の して い る こ とが
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国家 と皇 帝 に反 逆 す る暴力行 為 だ とい う認識 が 薄か った。 自分 の行為 は 自 ら

も誇 り,他 人 も賞 賛 すべ き崇高 な精 神 の発現 だ と信 じ,熱 に浮 か された よ う

に行動 して いた ので あ る。 それ は実 に純 粋,あ るい は,幼 稚 で あ った。 マル

リンス キー は失 敗 した場 合 の 隠れ家 も逃 げ道 も準 備 して いなか った ので,皇

帝側 の軍 隊が発砲 す る と,た ち まち広場 か ら逃 げ出 し,酷 寒 のペ テル ブル グ

の町 を一 晩 中 さ ま よい歩 いた あ げ く,あ っ さ り自首 して 罪 に服 した。

レーニ ン,毛 沢東,ガ ンジ ーな どの例 を挙 げ る まで もな く,職 業 的政 治 家

な ら一 度 や二度 の失 敗 で屈 す る こ とはな い。か れ らは教条 主 義 的だ った り,

狂信 的だ っ た り したが,同 時 に非情 で変転 きわ ま りな い政 治 や革命 の現実 を

熟 知 して お り,あ らゆ る変化 に瞬 時 に対応 で きる プラ グマ テ ィス トで もあっ

た。 それ に 引 き換 え,マ ル リンス キー ばか りで な く,多 くの デカ ブ リス トた

ちの 「革命 」運 動 は理念 に支 え られ た精 神活 動 が主 だ った ので,失 敗 に対応

す る術 を知 らず,一 回 の失敗 が すべ て を挫折 させ る破 滅 的 な衝 撃 とな った。

それ は,美 しい夢 を見 て いた者 が,頭 をた たか れて 目を さ ま した 時,夢 の世

界 が一 瞬 に して消 え,呆 然 と周 囲 を見 まわす の に似 て いた。

1825年 まで のマ ル リンス キーの 文学 活動 は この よ うな デカ ブ リス ト運動

と表裏 一体 をなす精 神 的活動 だ った。 その た め,デ カ ブ リス ト運動 が 国家反

逆 の大 罪 だ と気 づ いた 時,マ ル リンス キー の文学 活動 は同時 に崩壊 した。犯

罪者 として断罪 された あ と,牢 獄 で 文筆 活動 を続 けた文人 の例 は多 い。 しか

し,マ ル リンス キー の場 合 は,デ カ ブ リス ト運 動 の失 敗 はそれ と重 ね合 わ さ

れ て いた文 学活 動が 「い った い何 だ ったのか,ど の よ うな意 味 を持 って いた

のか」 とい う問 いを生 じさせ,さ らに 「これ か ら 自分 は詩 人 ・作家 として仕

事 がで き るの か。で き る とすれ ば,そ の仕 事 は どの よ うな もの にな るべ きか」

とい う問 い にっ なが った。

マ ル リンス キー は蜂起 翌 日に 自首 して逮 捕 され,ペ トロ ・パ ヴ ロ要塞 監獄

に収 監 された。 取調 べ の結果,死 刑 を宣 告 され たが,死 一 等 を減 じ られ て二
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十 年 の懲役 刑 に処せ られ た。 しか し,か れ が実 際 に懲 役(強 制 労働}に 服 し

た こ とはなか った。かれ は宣伝 活動 と実 行行 為 の両 方 の 中心者 の一人 で あ り,

かれ 自身 が手 を下 して殺傷 を しなか った とはい え,暴 力行 為 の現場 にい たの

で,量 刑 は予 想 外 に軽 い もの だ った。

マル リンス キー は1826年8月 か ら1827年10月 まで は フィ ン ラン ドのス

ワー ラ要塞 に禁 固 され,1827年12月 か ら1829年7月 まで はヤ クー ツ クの

流 刑地 で す ご し,1828年8月 か らはカ フカー ス の軍 隊 で0兵 卒 として勤務

した。(前 記 の よ うに,こ の三か所 での マル リンス キーの状 態 は禁 固,流 刑,

軍 隊勤務 で あ り,懲 役 よ りゆ るや かだ った 。 また,こ の記述 に時 間 的空 白が

あ るの は移 動 に費 や した期 間 で あ る)。かれ はス ワー ラで は文 筆活 動 を して い

なか った よ うで あ り,ヤ クー ツ クで も多少 の詩 を書 き,韻 文小 説 「ペ レヤス

ラー ヴ リ公 ア ン ドレイ」 の最初 の二 章 とい くつ か の断片 だ けを書 いて,中 断

す るに とどまった。本 格 的 な創 作活 動 を再 開 した の は1830年 半 ばの こ とだ

った。劣悪 な生活環 境 の 中で,文 学 ど ころで は なか った に違 いな いが,こ の

五年 以上 の歳 月 は,か れ が これ まで の 自分 の生 活 を反 省 し,こ れか らの生 き

方 を考 え るの に使 われ た 時間 とみな して よいで あ ろ う。

21825年 ま で の 文 学 活 動

本 紀要 第13号 掲載 の拙 論 で述 べ た よ うに,マ ル リンス キーが詩 を発表 し

は じめたの は1817年,か れ が20歳 の時 だ ったが,そ の作家 として の名声 と

人気 が高 まった の は1821年 に散文 を書 きは じめ,さ らに評 論 に も活 動範 囲

を広 げてか らで あ った。それ か ら数 年 して,1825年 の 時点 で は,か れ は当時

第一 の評論 家,人 気作 家 とな って い た。 その活 動 は評論 と散 文小説 に二大 別

され,散 文小 説 は さ らに歴 史小 説 と現代 小説 に分 け られ る。

マル リンス キーの批 評活 動 は1819年 にす で に は じま り,1822年 まで に三

十以 上 の論 文 を雑 誌 に発表 した。しか し,か れ の批 評 が高 い評価 を得 た の は,
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N・1・ グ レーチ の著 書 「試 作 ロシ ア文 学 略史 」をめ ぐる論 争 に参加 した1822

年 の こ とで あ り,ア リマナ フ 「北極 星 」掲 載 の 「新 旧 『ロシ ア文 学概 観 」(1823),

「1823年 ロ シア文 学概 観 」(1824) ,「1824年 と1825年 初 頭 の 『ロシ ア文学概

観 」(1825)に よって,批 評 界 で の第一 人者 の地位 が確 立 した。

前 回 の拙論 で書 いた よ うに,マ ル リンス キー の批 評 の最 大 の価 値 は,該 博

な知識 と的確 な分 析 に よって,か つ て なか った ロ シア文学 の通 時 的 ・共 時 的

全 体像 を読 者 に提供 した こ とで あ った。 かれ の批 評 家 と して の視 点 や 思想 的

色 彩 は この大 きな利 点 の陰 にか くれ て,と くに意識 され な いほ どだが,あ え

て それ を指摘 すれ ぼ次 の よ うな もの で あ った。

1.ロ シ ア文 学 を 単 に 芸 術 の 一 分 野 としてで はな く,ロ シ ア人 の精 神活

動,思 想全 体 の表 現 とみ な し,そ れ に高 い価 値 を与 え よ う とす る。

2.文 学 に崇高 な もの の表現 を求 め,卑 小 な もの に埋 没 させ まい とす る。

3.新 しい文 学,西 欧 文 学 を尊 重 しな が ら,ロ シ ア独 自の文学 を要 請 す

る。

この よ うに表 面 的 な個 条書 きにす る と,マ ル リンス キー の思想 は啓 蒙主 義

的,理1生 的 な もので,ロ マ ン主 義 の枠 に入 らない よ うに思 われ る。た しか に,

マル リンス キー は1820年 代 前 半 におい て,ロ シアの理性 を代 表 す る秀才 で

あ り,そ の思想 は理 知 的だ った。 しか し,そ の理 知 はあ ま りも観念 的で,夢

の領 域 に入 り,ユ ー トピア的 で,情 熱 的だ った。 しか も,そ れ はマ ル リンス

キー特 有 の個 人 的現 象 で はな く,デ カ ブ リス トた ちの多 くに共 通 の もので あ

り,よ く言 われ る 「ロ シア的逆説 の」一 つ の現れ だ った。 ソ連 時代 の教 科書

的説 明 に よれ ば,19世 紀初 めの ロシアの ロマ ン主義 に は,社 会 的意識 を もっ

たデ カ ブ リス ト的 な 「積極 的 ロマ ン主 義 」 と,ジ ュ コ フス キー 的 な内面 に入

りこむ 「消極 的 ロマ ン主 義」 が あった とい う。 これ はあ ま りに も単純化 され

た 図式 で,複 雑 な現実 に相 応 して いな い し,「積極 的,あ るい は消極 的 ロマ ン

主義 」 とい う用 語 に も問題 が あ る(ま して,{革 命 的,あ るい は保守 的 ロマ ン



30

主義 」 とい う用 語 は行 き過 ぎで あ ろ う)。 しか し,マ ル リンス キー を含 めて0

般 にデ カ ブ リス トた ち の姿 勢 を 「デ カ ブ リス ト的 ロマ ン主義 」 と呼 ぶ こ とは

可能 だ し,む しろ妥 当で あ ろ う。

マル リンス キー を筆 頭 に,デ カ ブ リス トた ちの多 くの 中で は,こ の よ うな

「ロマ ン主 義」につ らぬ かれ た社 会 的 ・政 治 的 な もの として の デカ ブ リス ト運

動 と文学 的創 作 な どの精神 的営為 が表裏 一体 にな ってい た。 その た め,し ば

しば,デ カ ブ リス トた ちの文学 活 動 は政 治 的思 想や信 念 の表 現 だ と説 明 され

て きた が,前 二 回 の拙 論 で も述 べ た よ うに,マ ル リンス キー に は 「政 治 的」

と呼べ る思想 や信 念 はな い。 かれ が農 奴制 を悪 として否 定 して いた こ とは事

実 だが,そ れ は 当時 の多 くの貴 族 知識 人 の常識 で あ り,モ ラル にす ぎなか っ

た。 デカ ブ リス ト運動 の場 合,政 治 と文学 の脈 絡 は,極 度 に単純 化 して言 え

ば,「 政 治 →文 学」で はな く,逆 に 「文学 →政 治」で あ った。デ カ ブ リス ト運

動 の首謀 者 と して死 刑 にな ったた め に,政 治 的指 導者 とみ な され て い るルイ

レーエ フの場 合 で もそ うで あった。 マ ル リンス キ ー 自身 が,逮 捕後 の取 調 べ

の際 にル イ'レーエ フにつ いて,官 憲 に次 の よ うに説 明 して い る。「もっ とも熱

心 な結社 の メ ンバ ー の一 人 で,想 像 の 中 に浸 りきって い ま した。 かれ は,人

間が 自分 のた め でな く,隣 人 の利 益 の た め に活動 し,自 分 の行為 の正 しさを

確信 してい るな らば,そ れ はつ ま り,摂理 に導 か れ てい る とい うこ となの だ,

と信 じて いたの で す」。2デ カ ブ リス トた ち は 自 らを 「選 ばれ た人 間 としての

詩 人」 とみ な してお り,代 表 的 デカ ブ リス トの一 人 キ ュヘ リベ ッケル はその

詩 人像 を 「人 類 を一新 し蘇 生 させ る神 の ご とき力 の壊 れや す い器 」3と表 現 し

て いた。

マル リンス キーの文 芸作 品 は1825年 の前後 を通 じて,散 文小 説 が主要 素

をな して い る。

1825年 以 前 の時期 で は,そ の作 品 は歴史 小説,現 代 小説 二 つ の ジ ャンル に

またが って お り,量 的 には3:1で 歴 史小 説 の ほ うが多 か った。



ロ シアの作 家 とチ ェチ ェ ン(藤 沼)31

周 知 の よ うに,ロ シアの歴 史小 説 はカ ラムジ ンの 『貴族 の娘 ナ ター リア』

と 『太 守 の妻 マル フ ァ』 に よって本質 的 に新 しい もの にな り,プ ー シ キ ン,

トル ス トイか ら現代 へ いた る歴史 小説 につ なが る もの とな った。 それ まで の

ロシ アの歴 史 「小説 」 は,た だ人 物 の名 前や表 面 的 な事件 を歴 史 か ら借 りた

だ けの物 語 で,歴 史 との深 いか か わ りはなか った。 カ ラム ジ ンが は じめて歴

史 の 中 に何 らか の 「真 実 」,あ るい は リア リテ ィ を発見 し,そ れ を表 現 しよ う

とした。 カ ラム ジ ンの場合 は,ロ シ ア人 の感 じや す い善 良 なハ ー トの中 に,

ロシ アの歴 史 をつ らぬ く軸 が あ る と考 えた。 マ ル リンス キー の場合 は,歴 史

の中 に何 らか の 「真 実」 を発 見 しよ う とした点で はカ ラム ジ ンに倣 って いた

が,カ ラム ジ ン とは違 って,個 人 の心 情 で はな く,歴 史 それ 自体 の 中 に何 か

を発 見 しよ う とした。 しか も,そ れ はハ ー ト,ま して 「涙 もろさ」 とい った

もの で あって は な らず,崇 高 な もの,ヒ ロイ ックな もの で な けれ ぼな らなか

った。

現 代小 説 の分 野 で は,マ ル リンス キー は基本 的 に新 しい文学 の流 れ に沿 い

なが ら,カ ラム ジ ン とは一線 を画 し,個 人 の心情 や 日常 的生活 の細 部 に関 心

を しめ さなか った ばか りか,意 識 的 にそれ を拒否 した。 かれ は凡人 の 日常 の

生 き方 を と り上 げたが,そ れ は その中 に ヒロイ ズ ム を発見 す るためで あ り,

運命 の力 な どの よ うな,人 間 を超 えた もの との 関わ りを見 るた めで あった 。

31825年 以 後 の 文 学 活 動

① 文学 活 動 の再 開

前述 の よ うに,1825年12月14日 のデ カ ブ リス トの クー デ タ失 敗 に よっ

て,マ ル リンス キ ーの生 活 は一変 し,文 学活 動 も崩 壊 した。

1825年12月 か ら翌年8月 まで のペ トロ ・パ ヴロ要 塞監 獄収 監 中 と,そ の

後1827年10月 まで の フィ ン ラン ド,ス ワー ラ要塞 禁 固 中 には,文 筆活 動 は

お こなわ れ なか った と考 え られ る。1827年12月 ヤ クー ツ クの流刑 地 に移 っ
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てか ら,細 々 なが ら創作 が再 開 され た。しか し,す で に指摘 した よ うに,1829

年7月 まで の1年 半 の流 刑 生活 の 間 に書 か れ たの は,多 少 の詩 と韻文 小説 「ペ

レヤ ス ラー ヴ リ公 ア ン ドレイ」の最初 の二 章 とい くつ かの 断片 だ けで あ った。

ヤ クー ツ クの流刑 地 は人 口約2500,家 屋 数 は283(そ の うち石 造 は2軒 だ

け)と い う寒村 で、4せ っか く復 活 しか けた創 作意 欲 も盛 り上 が りに くか った

こ とは想像 で き る。かれ が カ フカー スの軍 隊へ の編 入 を皇帝 に直 訴 したの は,

も う少 しま しな生 活環境 に移 りた い とい う気 持 ちや戦 闘 に参加 して勲功 を あ

げ,国 家反 逆者 の汚 名 をそ そぎた い とい う希 望 もあ ったが,創 作 意欲 の高 ま

る場 所 に身 をお きた い とい う考 え もあ った。 かれ は まだ ヤ クー ックに いた時

に,弟 の ミハ イル に手紙 で 「お まえ はカ フカ ース を見 なが ら,詩 人 に な らな

か った のか。 それ ほ ど天 の近 くにい なが ら詩 人 にな らない の は無礼 な こ とだ

とぼ くに は思 え る」5と書 いた ほ どだ った。

1828年8月 か ら,マ ル リンス キ ー はカ フカー スの軍 隊 で0兵 卒 として勤

務 しは じめた。 しか し,カ フカー ス の現 実 はマル リンス キーが想像 した よ り

は るか に過 酷 で,創 作 活動 も容 易 に進 まなか った。 と くにデル ベ ン ト要 塞 で

の生活 は無 味乾 燥 だ った。1830年5月15日 付 のF・V・ ブルガ ー リンあて

の手紙 で,マ ル リンス キー は 「カ フカース は詩人 とロマ ンテ ィス トのた めの

対 象 に富 んで い ますが,運 悪 く,こ こは花 も悪臭 を発 し,ブ ドウは黄 熱病 を

滴 らせ て い ます」6と書 いた ほ どだ った。 この よ うな情 況 の 中で,か れ が持続

的 に作 品 を発表 す る よ うに なった の は,よ うや く1830年 に恋 愛 アヴ ァンチ

ュー ル小説 『試 練 』 を書 いて,ペ テル ブル グの グ レー チの も とへ送 って か ら

の こ とだ った。それ 以後 書 かれ た作 品の主 な もの を発 表 年代順 に列 記 すれ ば,

次 の よ うにな る。

1830年 『試 練』,『エ ル マ ン先 生 へ の手紙 』

1831年 『お そ ろ しい 占い』,『ベ ロゾール 中尉 』

1832年 『戦艦 ナ デー ジ ダ』,『襲撃 』,『アマ ラ ト ・ペ ク』,『甲冑兵 』
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1834年

未 完

不 明

『山 民 の 捕 虜 に な っ た 士 官 の話 』,『 水 夫 ニ キ ー チ ン』

『ム ッ ラ ・ヌル 』

『赤 い 覆 い 』
,『 骨 董 趣 味 の 軍 人 』,『時 計 と鏡 』,『シ ベ リ ア物 語 断

章 』,『 フセ イ ン王 』

これ らの作 品 を内容 別 に並 べ か え る と,次 の よ うに な る。

1恋 愛 アヴ ァンチ ュー ル

2ヒ ロイ ックな アヴ ァンチ ュー ル

3運 命 の力

4歴 史

5ル ポル タージ ュ

6カ フカ ース 問題

『試 練 』

『ベ ロ ゾー ル 中 尉 』,『戦 艦 ナ デ ー ジ ダ 』,

『水 夫 ニ キ ー チ ン』

『お そ ろ しい 占 い 』,『 時 計 と鏡 』

『襲 撃 』
,『 甲 冑 兵 』

『エ ル マ ン先 生 へ の 手 紙 』
,

『シ ベ リア物 語 断 章 』
,『 フセ イ ン王 』

『ア マ ラ ト ・ベ ク』
,『 ム ッ ラ ・ヌ ル 』,

『赤 い 覆 い 』
,『 骨 董 趣 味 の軍 人 』,

『山 民 の 捕 虜 に な っ た 士 官 の 話 』

② 人気 作家 としての復 活 の成 功

前 掲 の一 覧 を見 るだ けで も容 易 に推察 で き る よ うに,マ ル リンス キ ー は

1830年 か ら34年 の間 に,恋 愛や ヒロイ ックな物 語 を軸 に して,波 乱 万 丈 の

事件 が次 々 にお こ るア ヴ ァンチ ュー ル的 な作 品 を書 き,た ち ま ち人気 作家 に

な った。この時期 の作 品 はは じめA・Mと い う頭 文字 だ けの署 名 で発表 され,

の ち にマル リンス キー とい う筆 名 が使 われ るよ うにな った。 四人 もの デカ ブ

リス ト(つ ま り,反 逆者)を 出 した家 名 を使 うの を避 けたか った ので あろ う。

当時 の文学 界 や読者 層 は現代 とは比較 にな らな い狭 い もの だ ったか ら,読 者

はマル リンス キーがベ ス トゥー ジ ェ フで あ るこ とは知 って い た に違 いな い。

しか し,か れ の作 品の人 気 は そ うい う こ とに関係 が なか った。
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この 時期 のマ ル リンスキ ーの人気 は 「今 で は想像 す るの も困難 な ほ ど大 き

な もの だ った」。かれ の作 品が作 者 の名前 をつ けず に 『ロシ ア中 ・短 編 小説集 』

とい う題 名で 出版 され,そ れ が書 店 の 「棚 か ら,湿 った砂 糖 の よ うに消 えて

な くなった」。7マ ル リンス キーの仕 事 を真 の文学 で はな い と酷評 した ペ リン

ス キー で さえ,か れ を 「散 文 の プー シ キ ン」 と呼 び,1834年 の 時点 で 「マル

リンス キー の前 にすべ てが脆 いて い る」8と認 めた ほ どだ った。それか らほ と

ん ど40年 もた った1870年 に1・S・ ツル ゲ ーネ フは次 の よ うに書 いた。 マ

ル リンス キーの名声 は 「30年 代 にはだ れ も及 ばな い ほ ど と どろ きわ た って い

た。 プーシ キ ンで さえ,当 時 の若 者 た ち の考 えか らすれ ば,比 べ もの にな ら

なか った」9

この よ うな大 成功 は もち ろん偶 然 で は ない。1820年 代 末 か ら1830年 代 に

か けて,ロ シ アで も散 文小説 にた いす る強 い欲 求が生 じた。 そ の傾 向 をマル

リンス キー 自身 は次 の よ うに受 け止 めて いた。「詩 はみ んなが書 くよ うにな っ

て,だ れ も耳 をかた む けな くな って しまった。 ち らほ ら聞 こえてい た不 満 が

流 れ集 まって,と う とう一 ま とま りの叫 び声 にな った。《散 文 を くれ,散 文 を!

一 水 を くれ
,た だの水 だ!》 」。10マ ル リンス キー の小 説 もこの流 れ の 中 に

あ った。

1828年,プ ー シ キ ンは同 じ現象 にた い して次 の よ うな解釈 を しめ した。「人

の心 が 同 じ型 の芸術 作 品,作 りものの選 び とられ た言 葉 の狭 い枠 に飽 き,新

鮮 な大衆 的 な創 造,は じめ は軽蔑 され て いた変 な俗語 に関心 をむ け る時代 が,

成 熟 した文 学 の 中で進行 しつっ あ る」。11マル リンス キー は俗 語 を使 お う とせ

ず,「 詩 的散文 」の枠 を守 った。だが 品格 の あ る文体 を読 者 は よろ こんで受 け

入 れ た。 その後 の ロシ ア文学 の言 葉 の流 れ を見 る と,結 局 マ ル リンス キー と

プー シ キ ンの 中間 の ところ に落 ち着 い てお り,マ ル リンス キー の文 体 が保 守

的だ っ た とは言 え ない。

散 文 へ の傾 斜 は文体 だ けで な く,作 品の 内容 に もかか わ って いた。 ゴー ゴ
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リはそれ を ロマ ン主 義 の一種 と解 釈 し 「われ われ の社会 に近づ こ う とす る希

求」12と理 解 した。そ して,作 家 の役 割 を次 の よ うに理解 した。 「対象 が 日常

的 な もの に なれ ばな るほ ど,詩 人 は その中か ら非 日常 的 な もの を引 き出す た

め に,そ して,そ の非 日常 的 な ものが完全 な真 実 に もな るた め に,ま す ます

高 い位 置 に立 た な けれ ば な らない」。13マル リンス キー は ゴー ゴ リの よ うにあ

ま りに も卑小 な 日常 的世 態 に入 りも う としなか ったが,日 常 的人物 の なか に

非 日常 的 な崇高 さを捕 らえ よ う とし,そ れ に成 功 した。つ ま り,マ ル リンス

キー は散 文優 勢 とい う一搬 的傾 向 の先端 に立 ち なが ら,そ れ に迎 合 す る こ と

な く,1825年 以前か らの 自分 の 「ロマ ン主 義 」を はっ き りつ らぬ いた よ うに

思 われ る。

この よ うに見 る と,復 活 した マ ル リンス キー の文学 活動 は禁 固,流 刑 を経

たの ち,一 兵 卒 と して戦 闘 に参加 す る とい う苦境 に耐 えて いたかれ に,す ば

ら しい活動 の場 と名声 を与 えた ばか りか,反 逆 者 と して の汚 名 をすす いだ で

くれ た よ うに思 え る。 それ に加 えて,こ の頃 かれ はロマ ン主義 を喧 伝 して い

た雑 誌 「モ ス クワ電信 」 で,ロ シ ア文学 の 中でつ い に ロマ ン主 義が勝 利 した

こ とを宣 言 し,「現 代 の詩人 はロマンテ ィス トに な らない わ けに はいか ない」14

と誇 らしげ に言 い きった。 それ は得 意 の絶 頂 にあ る者 の言 葉 に聞 こえ る。 し

か し,実 情 は まった く違 って いた。

③ 作 家 として の新生 の 失敗

本 紀要11号 です で に書 いた よ うに,1831年12月16日(デ カ ブ リス ト蜂

起 の記念 日の翌 々 日)か れ は手紙 で こ う書 いた。「作 品 の 中で私 は よみが え り

ます。 … …た しか に その時私 は別 の生 を生 きて い ます 。軽 やか な私 の想像 力

は あ らゆ る形 を と ります。 ……私 は紙 の上 で笑 った り泣 いた りします。 … …

しか し,そ れ は一 瞬 で ……私 は ま もな く冷 えて しまい ます。言 葉が 私 には実

に まだ るっ こ く,そ の上読 者 は実 に遠 くにいて,そ のハ ー トに近 づ く道 は心
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の 中で も,実 質 的 に も実 にた よ りな く思 え るの です」。15そ の一年後 の1832

年12月14日,ま さ にデカ ブ リス ト事件 の あった 日に,マ ル リンス キー は こ

ん な深 刻 な言葉 を書 いて いた。「き ょうは私 の命 日だ。沈黙 と悲 しみの 中で私

は 自分 の魂 の追 善 供養 をお こな う」16

常識 的 に は 目ざ ま しい もの に思 え る成功 のか げ に,こ れ ほ どの挫 折感 と自

己嫌 悪 が ひ そんで いた こ とは容易 に は理解 で きないが,そ の最大 の原 因 は,

マル リンス キーが デカ ブ リス ト運 動 の時 に持 ってい て,そ の失敗 に よって悔

悟 反省 した後 に も,変 わ る こ との なか ったか れの ロマ ン主義 に あった ので あ

ろ う。 かれ は 「ロマ ン主 義 につ いて」 と題 す る短 い論文 の中で,自 分 の 「ロ

マ ン主 義」 の解 釈 を提 示 して い るが,そ れ を ご く短 く要約 すれ ば次 の よ うに

な る。17

*人 間 は感性,理 性,意 志 に よって生 きて お り,そ の融合 が 「思想 」 で あ

る。

感 性 は実 現 され た思想,理 性 は思想 の体 験,意 志 は事象 に転化 す る思想

で あ る。

それ故,思 想 を付与 され た存 在 は感 じ,認 識 し,行 動 す る こ とを欲 す る。

*認 識 に は二 つ の方法 が あ る。

一 っ は経 験 に よる もので
,限 定 的 で あ り,事 物 が どの よ うな もので あ る

か,ど うあ るべ きか を見 る。

も う一 つ は想像 力 に よる もの で,無 限定 で あ り,事 物 が どの よ うな もの

で あ り得 るか を考 え る。想像 力,あ るい は,思 想 と言 うべ きもの は,感

覚 に依 存せ ず,無 限 で あ る。

*行 為 は顕現 され た意 志 で あ り,そ の本 質 は善 で あ る。 自分 お よび全体 の

幸福 のた め で な けれ ば,行 為 は生 じない。

*観 察 の 目的 は真,行 為 の核 心 は善 で あ り,両 者 の融 合 が美,ま た は,詩

で あ る。
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詩 は自然 を包含 す るが,そ れ を模倣 す るので はない。 それ に よって 自 ら

の独 自の創造 精 神 を包 む ので あ る。

実 に高 適 な思想 だが,こ の よ うな思想 が現実 に存 在 す る とは考 え られ ない。

実 際 その結 果 はデカ ブ リス ト事件 とい う児戯 に等 しい もので しか なか った。

その失 敗 に よって,マ ル リンス キー の革 新 的 な政 治 的 イ デオ ロ ギー は一夜 に

して消 滅 した。 しか し,こ の 「思想 」 は1825年 以後 も,か れ が精神 的活動

を再 開す る と,ふ た た び息 を吹 き返 した。 それ は まさ にか れ の 「思想 」 で あ

り,詩 で あ り,行 為 だ ったの で,政 治 的活動 崩壊 の瓦礫 の中か らよみが えっ

た。 しか し,そ れ は人気 作家 として の復 活 とは 同 じ もので はなか った。 かれ

の作家 として の輝 か しい復 活 は,か れ 自身 か ら見 れ ば,紙 の 中のた わ むれで

あ り,思 想 で も,詩 で も,行 為 で もなか った。児 戯 で しか なか った デ カ ブ リ

ス ト運 動 よ り,は るか に恥 ずべ き ものだ った ので あ る。

それ か らの脱 出 を 目指 した のが,『 ア ラマ ト ・ベ ク』,『ム ッラ ・ヌル』 をは

じめ とす る,い わゆ るカ フカ ース物18で あ った。それ は ロシ アの 中で はすで

に不可 能 にな った マ ル リンス キー 的 「ロマ ン主義 」 の実例 を,カ フカ ースの

山民 の ロシ ア にた いす る抵抗 の 中 に見 よ う とす る破 天 荒 の もの だ った。 これ

に よって,マ ル リンス キー はただ人気 作 家 として復 活 す るので は な く,思 想

す る存 在 と して,復 活 しよ う とした ので あ る。

デ カ ブ リス ト蜂起 に も まさ る とも劣 らぬ この 「革新 的」 行為 は十分 に実 ら

ぬ ま ま,1837年6月 のか れ の 「戦死 」 に よって終 わ った。 その戦 死 が実 は

山民側 へ の逃 亡 だ った とい う説 が生 まれ たが,そ れ は死 の前後 の事 情 が謎 め

いて いた か らだ けで はな い。 か れ の 「思想 」 の コンテ キス トが 山民 の中で の

ロマ ン主義 の実 現 とい う解 釈 を可 能 に して い るか らで もあ る。
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